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報 告 そ の 他















氏名 学年 指導教官 研 究 テ ー マ
佐様 俊 D2 河合雅雄 ケニア北部に住むレンディ
ーレ族の遊牧生活に関する
研究
班辺邦夫 D2 川村俊蔵 シシバナザルの社会行動
B･S･ Dl 河合雅雄 ニホンザルにおける活動様
グレワル 式と社会関係の量的研究
雫石邦義 Dl 川村俊蔵 モズの社会行動




J･ブル Dl 川村伐践 ニホンザルの Clustering
トン に関する比較行動学的研究
松村道- Dl 久保口攻 正長籾の砧忠運動の制御に
おけるシナプス機構の分析





丸橋珠樹 Ml 河合雅雄 垂直分布に基づいたニホン
ザル自然群の生態学的研究






















































(文宝 林 韮治･決山 師)
海外との交流
1) アマゾン上流域における広鼻独類の調査
西部既達･波辺 毅
出張期間 西部 :50年7月-51年3月
波辺 :50年10月-51年3月
出張先 コロンビア
私たちは,日本モンキーセンター第3次学術調査隊に
加わり,Lm査を行なった｡両名とも節2次隊 (48年収)
からの継続参加である｡隊の構成は,代髭者が伊沢紘生
(日本モンキーセンター)で,私たちの他に水野昭滋
(石川県庁 ･白山自然保誼センタ-)が加わり,現地で
はコロンビア国立大の J.Idrobo教授と,INDERENA
の CarlosCruz博士が共同研究に参加した｡
西都は前回の調査地と同じ Caquet丘河の支流である
Peneya川に6カ月間措在し,ウ～)-モンキーの生態
学的･社会学的調査を行なった｡前回の経験から現地で
の生活と調査に十分なれたこととサル白身が私たちにな
れたことが相侠ってかなり成果があがった｡とくにウ-
リー モンキーの2つの群れで個体識別がすすんだことか
ら,個体の行動,個体間関係,群問関係等について新し
い知見が得られた｡
波辺は前回につづき広鼻猿各種の分布,形態的変異等
の調査を目的として,Peneya川,Caqueta河本流,
Putumayo河上流を歩き,観察と資料の収炎を行なっ
た｡資料の詳しい分析はまだ行なっていないが,この地域
ではこれまでこの種の調査が殆んと行なわれなかったの
でいくつかの新しい発見が期待される｡この他 Peneya
川の調査地では 8mm 映画の投影により,広界粒のロ
コモーションの研究を行なった｡(西部助逮)
2) エチオピアにおけるヒヒ頬の種問関係,とくに種間
雑種についての比較研究｡
河合雅雄 (代表者),岩本光雄,庄武孝義,森松代,
一 26-
